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6 歳以下の幼児が約 3 割いることが報告されている。「子どもの朝食」においては、朝食を食べな
いことがある小学生が 15％、中学生になると 22％に達しており、朝食摂取とペーパーテスト得点



















 鈴木（2018）は、一般小児科において遭遇する頻度が高い症状のなかに便秘があり、これは日  
 

































































  ①早寝早起きをし、規則正しい生活をすること 
  ②バランスのよい 3 度の食事。間食を避け、おやつは決められた時間にとること 











  まず、カゴメ株式会社が 2005 年にお  
こなった「幼児の食生活と排便実態につ  
いて」5)である。 
年齢別による排便頻度の結果を表 1 に 
示した。どの年齢も 1 日 1 回が最も多く  
全体の 6～7 割となっている。3 歳以下で  
は 1 日 2 回以上の割合が 24％と他の年 
齢より高いが、発達の過程によるものと  
考える。排便時間帯は 6～9 時が最も多  
く全体の 50.2％、ついで 15～18 時が 
35.7％であった。 
表 2 は排便頻度別による排便時間帯で  
ある。1 日 2 回以上、1 日 1 回の排便頻  
度の層は 6～9 時に排便する割合が高く、 
65.1％、52.3％となっている。2 日に 1 
回、3 日に 1 回、4 日に 1 回以下の層は 
15～18 時が最も高く、ついで 18～21 時 
となっている。このことから、1 日 1 回















3歳以下 761 24.0 57.4 13.5 2.9 0.7 1.3 0.1
4歳 633 12.6 65.9 16.0 3.5 ＿ 2.1 ＿
5歳 587 9.7 71.7 14.5 1.9 0.2 2.0 ＿
6歳 249 7.2 73.5 15.3 1.2 ＿ 2.0 0.8
7歳 148 10.8 74.3 9.5 3.4 0.7 1.4 ＿
8歳 198 9.6 68.7 17.7 1.0 ＿ 2.5 0.5
合計 2576 14.5 66.1 14.6 2.5 0.3 1.8 0.2

















1日2回以上 2.4 65.1 28.7 24.1 41.8 40.5 ＿
1日1回 0.6 52.3 13.8 12.6 31.3 17.3 1.1
2日に1回 0.5 30.9 15.2 17.0 44.9 31.1 1.1
3日に1回 1.5 27.7 12.3 16.9 53.8 38.5 ＿
4日に1回以下 14.3 14.3 ＿ ＿ 57.1 42.9 ＿
不定期 4.3 38.3 19.1 17.0 44.7 36.2 6.4




以上排便する層は 6～9 時と朝のうちが多く、2 日に 1 回以上の層は 15 時以降が多いことがわ
かった。また、起床時間との関係を見てみると 6 時までに起床する層で 6～9 時に排便する割合
は 70.1％、6～7 時起床の層は 60.9％であるのに対し、7 時以降に起床する層の排便時間は 15 時
～18 時、18 時～21 時の間が多くなっており、8～9 時起床層は 15 時以降の排便が 67.1％、9 時
以降起床層は 79.4％となっている。就寝時間との関係では、6～9 時に排便がある割合は、就寝
時間、～19 時 72.0％、19～20 時 60.2％、20～21 時 55.4％であるのに対し、15 時以降排便が
ある割合は 21～22 時で 65％、22～23 時で 75.8％、23 時以降は 76.9％となっている。 
 これらのことから早く起きる子どもは午前中に排便し、7 時以降起床する子どもは 15 時以降







もを持つ女性 1162 名を対象にアンケート調査をおこなった。1 週間に何回排便があったかの質
問で 1 番多かったのは 7 回（1 日 1 回）の 39.1％であった。ついで多いのは 7 回以上で 19.6％。
1 日 1 回未満に関しては、6 回が 11.6％、5 回が 13.3％、4 回 6.3％、3 回 6.5％、2 回 2.7％、
１回 0.8％となっている。0 回という回答も 0.1％あった。低学年、高学年を比較すると 1 日 1
回未満の割合は高学年が 37％、低学年は 44％と低学年の方が高く、1 年生が 47％と 1 番高い。










 カゴメ株式会社は小学校児童 1718 名を対象に「小学生のお通
じに関する調査」9)をおこなっている。そこでは、ほぼ毎日お通
じがあると回答した 1 年生が 55.7％、2 年生で 57.2％、3 年生
62.5％、4 年生 65.7％、5 年生 63.9％、6 年生 72.9％であった。
平均すると 63％である。学年が上がるほどに割合は高くなって
いる。週 4～5 日以下と回答したのは 35.7％であった。便秘しや
すい子どもを性別で分けると男児 9.2％、女児 13％と女児のほう
が多く学年別にみると高学年よりも低学年のほうが多かった。1
番多いのは 1 年生女児で 15.9％、ついで 2 年生女児 15.8％であ
る（表 3）。男女を比較すると女児の割合が高い。保護者のコメン
トには「便が固い」「排便時間が長い」「排便のリズムに悩む」と
























































図 3 トイレでうんちをする割合 
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図 4 学校でうんちを我慢する割合 












































 2018 年は全国の 1～3 歳の子どもを持つ母親 1500 人に調査をおこなった。「母親と子どもの
排便に関する実態調査」12)である。ここでは、子どもが便秘状態であるか否かで結果が出ており、
排便頻度をみると、子どもが便秘状態の場合 3 日に 1 回が最も多く 35.7％、4～5 日に 1 回（9.7％）
6～7 日に 1 回（1.6％）を含めると 47％になった。子どもが便秘状態ではない場合 1 日 1 回が
最も多く 46.8％であった。便秘状態の場合、硬さ・痛み・出血が 1 ヶ月以上続いている子ども
は 41.7％、1 ヶ月未満の症状があるのは 40.3％であった。また、1 ヶ月以上我慢している割合は
19.2％で 1 ヶ月未満だが症状があるのは 19.0％という結果が出ている。子どもの便秘が気にな
りだした時期に関しては、6 ヶ月未満が 23.3％、6 ヶ月以上 1 歳未満が 30.2％、1 歳で 21.4％、





























はない子どもの我慢割合 35.7％に対し便秘状態の子どもは 82.4％と大きな差が出ている。 
 



















る」と答えた保護者は睡眠時間 78.3％で 1 番高く、次いで子どもの人間関係 66.9％、3 番目が
虫歯の 64.5％であった。便秘は 21.9％にとどまり項目のなかで 1 番関心が低かった。 







2020 年は全国の小学生 5678 人を対象に 10 日間「小学生の排便に関する記録調査」15)をおこ
なった。10 日間の記録において排便日数の割合 0～3 日は 5.7％、4～5 日は 14.5％、6～10 日
















図 7 10 日間のうちで 2 回以上硬い便の割合 
































図 6 うんちチェックシート 





①毎日排便がある割合は 2005 年 80.6％（0～8 歳）、2011 年 58.7％（6～12 歳）、2016 年 63％












⑨便秘の子どもで、その状態が気になりだした時期は 3 歳未満が 95.5％とかなり高い。 














1990 年、2000 年に行った幼児期の睡眠習慣に関する調査によると、1 歳 6 ヶ月児、2 歳児、3 歳









ることを明らかにしている。須永ら（2016）は生活習慣に関するアンケートを 2000 年と 2012 年






























「学校でウンコ悪くない」という CM21)が YouTube で配信されている。そこでは「学校でウンコ
恥ずかしい。その考えが恥ずかしい」という言葉が流れる。大人も子どもも一人ひとりが同じ意識
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